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1．はじめに—自国言語の相対化
江戸時代、特に中期の 18 世紀において「日本意識」がどのように胚胎しつ
つあったか。外国と区別されるものとして自国の輪郭がどのように描かれて
いったか、そしてそこには何らかの価値意識が生まれていたのかという問題に
ついて、言語という視点から接近してみたい。言語は、人々のアイデンティ
ティと深く結びつくものであり、「想像の共同体」を生み出すものでもあるか
らである。ある言語を言語形成期に身につければ、それを自然に消失するとい
うことは通常は起こり得ない。母語は、常にその人と一緒にある。服装などは
移動した先の土地のものを身に纏えば違いが認識されなくなるかもしれない
が、母語の言語的な特徴は、他の言語（方言）を話す時にもどこかに顔を出す
ものであり、それが外国語学習においての悩みの種となることもある。
本稿は、対馬藩儒雨森芳洲を中心とした朝鮮語学を軸として、この時代に外
国語学習がどのようになされ、それによって学習者たちの母語としての日本語
がどのように照射されたのかを考えようとするものである。
2．外国語学習の隆盛
18 世紀は儒学者を中心に外国語学習が非常に盛んな時代であった。それは
もちろん外国語との接触が多く、意思疎通の必要性が強く認識されていたから
でもある。
文禄・慶長の役では、非常に多くの朝鮮人が連行されて日本に来た。そのう
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ちある者たちは陶工であり、有田焼、伊万里焼、薩摩焼など今に続く伝統の祖
となった。またある者は通訳としての役割を与えられ、あるいは武家の子弟に
漢文を教える役割を担わされもした。また、この戦争に従軍した日本の武士の
妻とされて連れてこられた朝鮮の女性たちも多くいた。
さらにこの戦争では「分捕り本」として朝鮮の書物も多くもたらされた。そ
の一つが、朝鮮の崔世珍が 16 世紀前半に編纂した朝鮮語の音韻や文字につい
ての本、『訓蒙字会』である。この書物の初刊本は、現代では日本のみに伝
わっている（叡山文庫、東京大学総合図書館、尊経閣文庫の 3 箇所）。
また、江戸初期になると、清に抵抗して明の遺臣たちが日本に多く渡来した。
当初九州各地に自由に居住していたが、寛永年間以降、日本に在住する者の海
外渡航が禁止され、永住を決めざるを得なくなった 1。それらの人々が多く
「唐通事」2 を職とするようになった。また 1654 年、隠元隆 が来日し日本に
当代の漢字音として「唐音」がもたらされた。京都の宇治に 1661 年開山した
万福寺では、僧は全員中国人、ここで話される言語は当然中国語であった。
唐通事の中からは、服部南郭をして「和中の華客」と呼ばしめたほど語学が
達者だった岡島冠山（1674-1728）も登場した。彼は『水滸伝』に訓点を施し
て、初めて一般の日本人に読める形にし、江戸での中国語ブームのきっかけを
作った。彼は長崎から江戸に来たのであるが、荻生徂徠らに中国語を教えるこ
ともした。荻生徂徠は、周知のとおり、中国語を中国語としての語順で読むこ
とを勧めた儒学者である。
朝鮮や中国だけではない。オランダを通じて、西洋の文物や学問が流入した。
志筑忠雄の名でも知られる中野柳圃（1760-1806）は、『鎖国論』を翻訳し、ま
た物理学を研究してニュートンの天文学を日本に紹介した功績があるが、本格
的な蘭語学を確立させた 3 人物でもある。
さらに時代が下って、中野柳圃から物理学を学び、かつ語学に非凡な才を発
揮した馬場佐十郎（1787-1822）が現れる。彼はズーフらからオランダ語・フ
ランス語・英語を学び、幕府の翻訳方となった。『日本幽囚記』で知られるロ
シアの海軍軍人ゴロウニンからロシア語を学び、『魯語文法規範』『蘭訳梯航』
などを記した。
宗教的な関心を土台に言語の研究を深めた人物もいた。江戸の学僧行智
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（ぎょうち）は、日本における伝承の過程で転訛した梵字の発音を、伝承され
た梵字音や諸経軌の梵字音注、日本漢字音や中国漢字音、そして朝鮮漢字音な
どから「印度真正ノ梵音」を復元するための研究を行っていた。彼の記述には
唐音や蘭語、そして朝鮮語の研究を多く参照したことが現れている 4。
このように外国語が探究されていくうちでは、各学習者にはそれぞれの言語
が持つ特徴への「気づき」がもたらされたはずである。その「気づき」には、
不思議だという感覚、面白いという感覚、さらには上品だ、下品だという価値
判断まで伴われることも時にはあった。
3．言語間の相違への感想
ここでは、江戸時代の外国語学習者がその言語についてどのような感想を抱
いたか、雨森芳洲の『たはれ草』を手がかりとしながら考えてみたい。
雨森芳洲（1668 - 1755）は、22 歳で師である木下順庵の推挙により対馬藩に
仕え始めた頃から中国語を学び、二度にわたって長崎でも語学の研鑽を積んだ。
その後 30 歳を迎える 1698 年に対馬で朝鮮方佐役となり、やがて 1703 年から
1705 年に朝鮮の釜山、草梁倭館で朝鮮語を学習し、その語学力を生かして朝
鮮通信使をめぐる外交交渉などで長い年月活躍した人物である。人生後半での
随筆『たはれ草』（1789 刊）の他に『全一道人』など朝鮮語学習書、また朝鮮
通詞養成のため自身の意見を述べた著述の類などが彼の手に成ったものとして
残っている。
語順について
『たはれ草』の中で、芳洲は中華思想と中国語、日本語、朝鮮語の語順につ
いて次のように述べている。
もろこしは世界の中なかにて、仁義礼楽の興りたる聖人の国くになれば、中国とい
へるはことはりなりといへるもあり、またその国くにより見れば、いづれか中
国ならざるやといへるもあり。韓人からびともその国をあがめて、ゑびすにはあら
ずといへるこゝろにて、東華（とうか）ととなへ、もしもゑびすなりといへば、こゝ
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ろよからずおぼゆと見へたり。国々の言葉、ものがたりせしおりふし、東
西南北ともに、言葉の次第し だ ひ、いづれも体を先さきとし、用を後のちとしさぶらふに、
十五省の言葉ばかり、用を先とし体を後のちとするこそ不思議ふ し ぎ なれ。その国くにの
言葉も、北慮（ほくりょ）、南蛮（なんばん）、西域（せいゐき）にちがひなく侍るなりといひしに、韓時中（かんじちゅう）とい
へる韓人、さればこそわが韓国からくにも夷の字まぬがれがたくさぶらふとこたえ
き。5 〈『たはれ草』16 段〉
中国を取り囲む日本や朝鮮の言語、またツングース系の諸言語などを考えて
も、芳洲のいう通り、それらは体言が先で用言が後の言語（SOV 言語）であ
り、「十五省の言葉」、すなわち中国語の各方言が逆の語順を持つ言語（SVO
言語）であることは際立つ。現代の知見でいえば世界の言語で最も多いのは
SOV 言語なので、この分布はおかしくはないのだが、芳洲が「不思議なれ」
という感想を持つのも理解できる。
芳洲と問答をした朝鮮人は、朝鮮の言葉が北慮・南蛮・西域と蔑まれる地域
の言語と同じ語順であることをもって、「さればこそわが韓国も夷の字まぬが
れがたくさぶらふ」と述べたという。中国を上位において崇め、自分たちも夷
とされるよりは中国の側に立ちたいという考え方と、そこに言語の特徴まで結
びつけようとする意図について、芳洲はいずれの国もそこに住む人を中心に見
れば中国であるという考え方も引き合いに出しながら、冷静に見ているようで
ある。
『たはれ草』の別の箇所では、自身が中国語を学び始めた動機と関連づけな
がら、次のように述べている。
もろこし音こゑにて上うへよりよみくだし、文義の通ずるといへる事、ふしんなり
と思おもへる人ありしまゝ、いかにもさ思おもひ給ふなるべし。されど物事ものごとなるゝ
にこそさふらへ。それがし十四歳なりし時とき、もろこし人に下知し給ふ文、
あづまよりくだりさふらへど、文字の道みちちがへるゆへにや、もろこし人よ
みかねさふらひて、 訳 者<ことのよひするもの>どもあつまり、あらたえて見せさふらひし
と、あき物ものするとて長崎にかよへる稲某といへる者ものといへる者ものかたりし
まゝ、げにもと思ひ、廿四歳なりし時より、もろこし音ごゑをまなべり。はじ
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めはよその事聞き けるがごとくおぼへしかど、年としのかず二十は た ちあまりかさねて、
おほかたこの国くにの物ものよみするに近ちかくなり、まのあたりの事は、もろこし人
と物語ものがたりをもなせし。生むまれつきさとく、いとけなき時ときよりまなべる人は、そ
れがしがごとくにはあるまじ。世のさかごとゝいゑる物もの、はじめはいひが
たく、聞き きがたけれど、後のちにはつねとなるがごとく、また無分別（むふんべつ）不了簡（ふれうけん）な
どいへる、無の字不の字を先さきにいふは、この国くにの言葉こ と ばにはあらねど、な
るゝゆへにこそ思慮（しりょ）に及をよばず、耳にも入い り、口にもいへ。もろこし音ごゑまな
ぶも、亦またしかなりと知し り給へとこたへき。　〈『たはれ草』137 段〉
ここでは語順を「文字の道みち」と表現しているようだが、学習においてその違
いは、慣れればこそ問題でなくなると主張している。
概して言語を相対的に捉えて述べる芳洲にしても、中国語を中心に据えれば
日本語や朝鮮語の語順は、「反言（かえりごと）」と表現せざるをえない。ある
いはこの時代によく用いられた表現なのだろうか。
上よりよみくだして文義の通ずる事、人々ひとゞゝよくすべきにしもあらねば、通
国の法とはなしがたかるべし。生むまれつきを見てをしゆべきにや。韓から言こと葉ば は
甚はなはだやすし。それがし韓から国に行ゆ き、三み 年とせちからを用もちひて、おほかたつかへ
なきほどにまなべり。わが国くにゝに同おなじく 反言（かへりごと）なるがゆへなり。　〈『たはれ
草』138 段〉
朝鮮語は日本語と同じ語順なので学びやすい。現代の学習者も同感するとこ
ろであろう。
語順への言及は他の人の随筆にも見られる。林自見（1697 - 1788）の『雑説
襄話』では、日本語話者だからこその感想ではあるが、日本語は体言が用言に
先立つので、中国語と異なり文字を見なくても文意を理解することができると
述べている。
支那ハ韵イン語ゴ ニシテ、体ヲ後ニシ用ヲ先キニス。韵イン語ゴ トハ譬ヘハ東西ト声ニ
テ読メハ不通、ソレヲ日本ニテハ直ヒガシ、ニシト言フニヨツテ不見文字
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早通ス。又体ヲ後ニスルトハ、治国守身ト言ヘハ、国ト身ハ体ニシテ冶守
ハ用也。是レヲ日本ニテハ体ヨリ用ニ反シ読ム故、文字ニカヽワラスシテ
其ノ義通ス。　〈『雑説襄話』6〉
京都の儒者堀景山（1688-1757）は、青年時代の本居宣長の漢学の師である
が、君主たる者の心構えを論じた『不尽言』では、中国語を基準として用言が
先で体言が後の語順（「語勢」）こそ正当だと主張する。
中華の国は天地の間にて正マン中なかの国なれば、何事にても正ただしきはずの理なるゆ
へ、人にも聖人が出生し玉たまふなれば、人の語勢とてもすべて用を先へいひ、
体を後にいふが正直まつすぐの事なるべしと覚ゆる也。されば日本の如く体を先に
云ひ、用を後にいふ語勢は、けつくに顛倒てんたうなるべし。虚きよ字じ 助じよ語ご の上までも
亦またおのゝゝ体用あれば、かの所以、所謂、不能、不可の類までも、用を先
とし、体を後とする模様そなはる也。是 即これすなはち語勢の当然なる事とみへたり。
〈『不尽言』7〉
音声について
それに対し、本居宣長は、中国語の音声について述べる際に「不正鄙俚ノ音」
という表現を使っている点が、じつに対照的である。
又外国ニハ。ハヒフヘホ— — — — — ニ清濁ノ間ノ音アリ。濁音ヲ呼ブ如クニ唇ヲ弾テ
清音ニ呼ブ〔ハ— ヲ烟波ノ波ノ如ク。ヒ— ヲ尊卑ノ卑ノ如ク。フ— ヲ南風ノ風ノ
如ク。ヘ— ヲ権柄ノ柄ノ如ク。ホ— ヲ一本ノ本ノ如ク呼ブ是ナリ。〕此方ニテ
半濁ト云フ。漢国ニテハコレヲモ清音トスル也。此レ殊ニ不正鄙俚ノ音ナ
リ。皇国ノ古言ニ此音アルコトナシ。　〈『漢字三音考』（1785）8〉
濁音のバ行子音 [b] が両唇破裂音であるのに対し、清音のハ行の子音 [h] は調
音点が軟口蓋かそれよりも後ろの摩擦音で発音され、音声学的には有声・無声
の対立を成していない。それはよく知られているように、もともとハ行の子音
が無声の両唇破裂音 [p] であったのが、唇音を退化させたためである。この時
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代には [p] は外来語か擬態語・擬声語に限られ、いわゆる「半濁音」を清音や
濁音と区別して表記する方法も確立していなかった。それに対し、中国語は両
唇破裂音に有気音・無気音のペアを持つ。
本居宣長は、 [p] 音をもともと日本語に無い音だとして、「不正鄙俚ノ音」と
言い放つのである。
音声はしかし、長い歴史の中で変化していくものである。外国語の音声が日
本に入ってきても、そのままの音で伝わっていくわけではない。雨森芳洲は、
「出羽の枳殻（きこく）」という比喩を使って、その変化を説明することを好む。
およそあらふる文字、訓よみはこの国くにの言こと葉ば なれど、音こゑはもともろこしの音こゑな
り。されどもろこしの音こゑに似たるは甚はなはだ少すくなし。風気の異ことなるゆへにや、
橘たちばなは 淮<わい>をわたりて化して枳となるといへるを、ふしぎなりといひしに、
この国くににても蜜みつ柑かん九く 年ねん母ぼ などいへる物もの、その樹をうつして出羽に植うふれば、
みな枳殻（きこく）となるといへり。ちかごろある和尚の物語ものがたりに、薩摩より出い づる紅べに
蜜み 柑かんといふ物もの、色いろもうるはしく、味あぢはひもすぐれたれば、その種たねをとりて
植う へしに、ほどなくもえいでたれど、みなゝゝ柚（ゆず）となれりとかたりき。唐
音も一ひとづたへ二ふたづたへすぎば、いつとなくこの国くにの音こゑとなるべし。唐音唐
話をまなぶ人ひとは、いつとてももろこし人にならふより外ほかあるまじ。黄檗（おうばく）宗
の課誦（くわず）はみなゝゝ唐音なれど、なに事ぞやと唐僧はうたがへるといへり。
これも数世の後ゝちには、この国くにの音こゑとなるべし。　〈『たはれ草』136 段〉
先述したように、万福寺の開山は 1661 年であるから、『たはれ草』の執筆を
芳洲晩年とおいても 1 世紀に満たない。しかし「課誦はみなゝゝ唐音なれど、
なに事ぞやと唐僧はうたがへる」そうなのである。漢字音が中国から入ってき
ても、やがて日本語の音韻体系の中に収まる音に変わっていく。枳殻はミカン
科の植物カラタチのことであるが、カラタチとは異なるミカン科の植物を他の
土地から出羽に移植してきても、出羽でもともと産するカラタチに変化してし
まったという。「風気の異ことなるゆへ」、その土地に馴染むよう変化していくから
だと捉えている。
「出羽の枳殻」という言葉は『たはれ草』の中に繰り返し登場する。
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呉音といへる名は、法明（ほふみやう）といへる者もの、対馬（つしま）にきたり、維摩経をおしへし。
これをつしまよみといひて、呉音のはじめなりと政事要略（せいじえうりやく）にしるせるとい
へり。この国の呉音といへる物もの、いまの韓から人びとの字音に似よりたれば、これ
も出羽（でわ）の枳殻（きこく）にて、はじめ法明がをしへたるは、韓国からくにの字音なりしかど、
いつとなくいまの呉音となれると知るべし。　〈『たはれ草』142 段〉
文字といへる物もの、もともろこしよりはじまりたれば、訓よみは韓からもこの国くにも、
をのゝゝその国くにの言こと葉ば にてつくれど、音こゑはもろこしをまなぶ外ほかやあるべき。
出羽（では）の枳き 殻こくになりたるといふにこゝろづきなく、字音もこの国くにゝにてさだま
りたるやうにおぼゆるは、おろかなりといふべし。 〈『たはれ草』146 段〉
知客といへる事、もろこしの字音にはつうけといへるを、この国くにの人ひとそれ
をまなび、いつとなく字音かはりて、今はしかといへり。韓からもろこしにも
かゝる事あり。この国くにのかけすゞりといへるをまなびて、韓から人びとは各其素利< か く そ そ り >
といひ、この国くにのつきといへるをまなびて、もろこし人は読<と急き>または土器<とき>
といへり。風気（ふうき）のちがひ、声音（せいおん）の同じからぬゆへ、かくは変ずるなり。ち
かごろある古董客（ことうかく）を見しに、むすこべやとてこの国くにゝにてもてはやせる獣けものゝの
皮かはゝは、その国くにの言こと葉ば には、うすんこをるべあんといへるを、この国くにゝにては
あやまりてむすこべやといへるなりとかたりき。あやまりたるにはあらず。
はじめはうすんこをるべあんといひしかど、いつとなく変じて、むすこべ
やとなりたるなり。一つを挙げて、よろづみなしかなりと知し るべし。今人
のならひおぼえたる唐音（たういん）も、年とし久ひさしくなりなば、これも出羽（では）の枳殻（きこく）にて、
漢音呉音（かんおんごおん）にもちがひ、もろこし音ごゑにもあらぬ、また一様の字音となり、今いま
の漢音呉音の事をいへるごとく、この唐音といへる物ものはいかゞして出い でき
たるやとうたがふべし。　〈『たはれ草』147 段〉
上の 147 段では、言語学で民間語源と呼ばれるような事例も挙げられている。
唐音をすなわち当代中国語の音そのものと短絡的に考えることに注意が促され
ている。
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文字について
芳洲はまた、文字についてもそれぞれの国で用いられている文字がその土地
の言語にふさわしいもの、という考え方を示す。
この国くににかなといふ物ものなくば、人ひと々ゞゝ文字を知し るべきにといへる人あり。こ
れは思おもはざるの言こと葉ば なるべし。この国くにのかな、そのほかだつ（たん）おら
んだの文字も じ 、みなゝゝその国くにの言こと葉ば に応おうじ、たれはじむるともなく、女をうな
童わらべ下しもゞまでこれを用もちゆ。まことに自然の 理ことはりに出い でたり。かなといふ物ものな
くばといへるは、その国くに々ゞゝの言こと葉ば なくばといへるにひとしかるべし。
〈『たはれ草』132 段〉
1 行目の「文字」というのは、仮名に対する漢字のことであろう。漢字こそ
正当なものという考え方に対し芳洲は、文字はすべて「その国くにの言こと葉ば に応おうじ」
「自然の 理ことはりに出い でた」ものだと主張する。
他の人物の随筆ではどのような文字観があるだろうか。オランダ語に習熟し
た蘭学者であり、「森羅万象」という名で狂歌師・戯作者としても活躍した森
島中良は、中国の文字が非常に数が多く学習し難いこと、それに対してヨー
ロッパのアルファベットが「二十五字」で足りていることへの驚きを表明する
とともに、漢字偏重への不満を述べている。
紅毛人万国の風土を記したる書に支那の文字を笑って曰、唐土もろこしにては、物
に附、事に依て字を製す。一字一義のものあり。或は一字を、十言二十言
にも用ゆる物あり。その数万を以て数ふべし。故に国人、夜を以って継、
寝食を忘れて勤学すれども、生涯己が国字を覚尽し、その義を通暁する事
能はず。去によりて己が国にて記したる書籍を、容易たやすく読得物少し。笑ふべ
きの甚しきなり。欧羅巴洲は、二十五字の国字を以て、少なからずとすと
記したりとなん、中良察るに、皇朝の古へは、簡単にして文字をさへ用ゐ
す、夫より世降りて、五十言の目標めじるしに唐土の字を仮用る事となり、い
よゝゝ末の世に至りては唐土の字音広義を用る事と成てより、事少なく安
らけき、吾国風を捨て事多く煩はしき唐土風を用るは何事ぞや。　〈森島
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中良『紅毛雑話 9』（1787）「唐土の文字」〉
文体、助語について
『たはれ草』には、口語体と文語体の違いについても言及がある。
この国くにの人、もろこし文ぶみよむ事は、もと甚はなはだかたき事なり。そのかたきわ
けをくはしく知し りなば、自然（しぜん）と工夫（くふう）もくはしくなり、もろこしの文に通（つう）ず
べきにや。およそ言こと葉ば には常つねの言こと葉ば といふ物ものあり。また文ふみ言こと葉ば といふ物ものあ
り。文ふみ言こと葉ば といへるは、その言こと葉ば すなをにして、言こと葉ば つゞきやはらぎ、自
然のひゞきありて、声律（せいりつ）にかなひ、おぼえやすくよみやすきを文ふみ言こと葉ば とは
いふなり。もろこしの文ふみ、この国の文ふみ、文ふみのかたちはちがへど、そのこと
はりは同おなじ。　〈『たはれ草』152 段〉
助語といへるは、かな文ふみに用ふるけり、こそ、してなどいへる類たぐひなり。言こと
葉ば の序ついでちがひたる事、記事（きじ）の文ふみにはとりわけ多し。訓よみといへる物、常つねの言こと
葉ば にあらずといへるは、まなびてよりゝゝならふといへるをはじめ、この
国くに常つねの言こと葉ば には、まなぶといふ事を稽けい古こ するなどゝとはいへど、まなぶと
はいはず。ならふといへるは、はじめて人に物ものならふ事をいひて、熟（じゅく）する
などいへるこゝろにはあらず。よりゝゝといへるも、常つねの言こと葉ば にはちがへ
り。かくあるゆへにこそ、わかきおろかなる人に物ものをしへして見るに、
幾遍いくへんとなくいひきかせても、靴くつを隔へだつる痒かゆさをまぬがれがたし。韓人からびとのそ
の国くにの言こと葉ば にてもろこし文をなをせるを見るに、これもその国くにの声律にも
とりてよみがたけれど、訓よみはみな常つねの言こと葉ば なれば、女をうな 童わらべまで文のこゝろ
知し りやすくおぼえやすし。うらやましといふべし。 〈『たはれ草』153 段〉
152 段では「常の言葉」と「文（ふみ）言葉」を対置させている。日本で会
話に使う言葉と漢文書き下しの言葉は、使用する語彙の層が全く異なるもので
ある。それに対し、朝鮮で漢文を朝鮮語訳する場合は、それほど複雑な乖離は
ない。芳洲は「文のこゝろ知りやすくおぼえやすし。うらやましといふべし」
と感想を述べる。
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中国語は孤立語であるのに対し日本語は膠着語である。したがって、実質的
な意味を持つ語に助詞をつけて格や時制などを表す。
先に紹介した林自見『雑説襄話』では、前掲部分に続いて次のように述べら
れている。
漢土ノ書ハ点ナク、直スグニ読ム。漢土の注釈数十字ナルヲ、日本ノ和語一字
二字ニテ数十字ノ意味ヲ述ルハ和語の妙也。……此ノ余思フトイヘハ自己、
思ハントイヘハ未来、思ヒシトイヘハ過去、思ヘトイヘハ下知ニナル。如
レ此同字ニテ、サマヾヽ分ツ事和語の妙ナリ。
上で中略した箇所に、杜甫の詩が例として挙げられているが、中国の漢詩文
は後にそのこころを説明する註が続く。林自見によれば、日本語は漢文を読む
時の訓点にあたる部分によって文法的機能が示せるので、長々しい註を要さな
いところが巧みであるという。
しかし語が形態変化をしない孤立語は、日本語や同じく膠着語である朝鮮語
よりも、短くその意を伝えられることが多いという利点もある。
雨森芳洲の別の随筆『橘窓茶話』では、日本語で「サウデゴサリマス」に当
たるのが、中国語ではたった一字であるという驚きが示されている。
国語長而慢其状如何国語サウデゴサリマス長而慢韓話クリツソイ短而促唐
話則一箇是字国話サウアリテカラ長而慢韓話クリハタカ短而促唐話則一箇
既字話話如此奚啻天淵　〈『橘窓茶話』10〉
ここまで、『たはれ草』に現われた雨森芳洲の言語観を、同時代の他の随筆
と引き合わせながら見てきた。芳洲自身は、各言語を序列関係に置かず、相対
的に観察しようとする姿勢を貫いている。
しかし、もしも「その国の言葉」が解体されたらどうなるだろうか。「その
国の言葉」の中には、「雅」の言葉と「俗」の言葉がある。そのように分けら
れる時、都の言葉は「雅」、地方の言葉は「俗」に収容されてしまう。通訳と
なるため勉強するならば、都の言葉とそうでない言葉の違いには敏感にならざ
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るを得ない。芳洲は、釜山で朝鮮語を勉強した時にも、ソウル出身の人を師と
して勉強したという。
4．よそゆきの言葉
「標準語」として定められたものがあるわけではないが、通詞たちにとって、
規範的に捉えられていた言語はあったと思われる。ロドリゲスが『日本大文典』
で既にキリシタン宣教師たちに対し方言を学ぶなと説いているように、公式な
場での規範言語はかなり早い段階で固まっていたのであろう。
『交隣須知』という 4 冊からなる朝鮮語学習書がある。これは雨森芳洲に
よって編纂されたか、芳洲の影響下で対馬の朝鮮通詞たちによって編纂された
と考えられる本である。江戸時代には写本として伝わり、明治時代には言語を
新しく改めて外務省から刊行された。
本には、「天文・時節・畫夜・方位・地理・江湖……」のように、節用集な
どを想い起こさせるような部立てが並ぶ。それらの部立ての中に、例えば「天
文」であれば「天 日 月 星」のような漢字の項目が並んでおり、その漢字に該
当する朝鮮語を使った朝鮮語例文が示され、その脇には対訳として日本語が記
されるという形式である。
対馬で編纂されたはずの本だが、その語彙の中で、都の言葉と異なる九州方
言であることが明らかなのは、「スイバリ（爪）」「ナバ（茸）」など限られた語
のみである。文末表現も、「ゴザル」「マスル」「ゴザリマスル」などが多用さ
れ、交際言語の雰囲気が色濃く出ている。
1904 年に刊行された『校訂交隣須知』は、朝鮮書誌学に精通し、雨森家と
姻戚関係にもあった前間恭作が、藤波義貫とともに校訂をしたものである。こ
の校訂本について、旧来の本にあった「郷語」が削正されたことを評価する論
評が出た時、前間恭作は次のように書簡で述べ、誤解を正そうとした。
……それは丁度其和釈文が決して対馬の方言でないやうに、両国交通の公
式応接に用ゐらるべき此語は当時の標準語（つまり余所行き詞）であった
ことは信じて宜しいと思ひます。……尤もさうは申し乍ら、書中に著しく
250 近世の外国語学習と自国語認識
11奈良林_P239-262_11奈良林  10/09/15  14:23  ページ 250
ない物の名とか、又は込み入った表情などになって、どこかに自然通事等
の出生地の方言が混入してゐることは、和文韓文双方共之を免かれてゐな
いことは勿論認めます。併し全体からいふと、その混入の程度は数ふるに
足らないもので、これは和も韓も略同じ位の割合でせう 11。
『交隣須知』の他に、いくぶんストーリー性のある形で外交や貿易の場面を
設定し、やはり朝鮮語と日本語の対訳形式で仕立てられた朝鮮語教科書に『隣
語大方』がある。これも対馬の朝鮮通詞たちによって作られたと推測されてい
るが、この本にも「迷惑」「不調法」などと硬い言葉が並ぶ。これから検討す
べき問題だが、狂言などの芸能や、武家の言葉づかいが書かれた文学（たとえ
ば軍記物）、あるいは往来物によって「よそゆきの言葉」が学ばれ、そこから
外交標準語が作られていったのではないか。または芳洲のように都から対馬・
長崎に派遣された教養人からその言葉づかいが学ばれたのかもしれない。そし
て、『交隣須知』や『隣語大方』などの朝鮮語教科書は、通詞になろうとする
者たちに、外国語としての朝鮮語のみならず、外交標準語としての日本語を学
ばせる役割も担っていたのではないか。
イ・ヨンスク（1996）の冒頭に、次のような指摘がある。
すなわち、わたしたちは、とくに反省的意識を介入させたいときには、対
象化された「○○語」を話すのではなく、ただ「話す」だけである。しか
し、「話す」ということに根拠が求められたり、なんらかの目的意識が芽
生えるならば、「言語」はわたしたちの「話す」という素朴な行為に先
立って存在する実体として君臨するようになる。つまり、「話す」ことが
「言語」を作りだすのではなく、どこかに存在する「言語」というものが
「話す」ことの隠れた基礎と見なされるようになる。その時はじめて人間
は、迷いなく「言語は伝達の手段である」という定義を下すことができよ
う。　〈『「国語」という思想』〉
通訳は、まさに目的をもって「日本語」を話すという経験である。存在する
実体として標準的な「日本語」が、輪郭を現してくる。近世日本における、朝
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鮮通詞、唐通事、阿蘭陀通詞などの通訳者たちの存在は、言語認識に大きな影
響を与えたであろう。
5．外国語の学習と対外関係
通訳者はどのような時代背景から生まれるのだろうか。
まず対馬は、そこに朝鮮との外交上の拠点として以酉庵が置かれ、朝鮮通信
使をまず接応するところでもあったから、通詞の存在の必要性は言うまでもな
かった。
自身が編纂した朝鮮語学習書『全一道人』の序で芳洲は、自らが対馬におけ
る朝鮮語教育に資するものを作りたいという願いを語っている。
我州の人およそ公事に役するもの たれか韓語に志なからん しかし其書も
なく また其教もなけれは たゝに望洋の歎をいたけるのみ ここに四部の書
をゑ らひ　はじめに韻略諺文をよみて字訓をしり 次に酬酢雅言をよみて
短語をしり 次に全一道人をよみて其心をやしなひ 次に 衣椀をよみて
其用を達せしむ こゐねかわくは 其教の次第ありて 其材をなすにちかから
んとしかゆふ　芳洲書　〈『全一道人』12〉
まず、対馬藩の公務にあたって朝鮮語学習の必要性が高いこと、それにもか
かわらず学習のための良い導き、良い学習書が無いという憾みが語られる。そ
れから、芳洲編纂の四種の本について説明がなされる。ただし現在まで伝わっ
ている本は『全一道人』のみであり、他の本の実像は知ることができない。
『韻略諺文』は、おそらく朝鮮文字（ハングル）の解説を主とするもの、『酬酢
雅言』は朝鮮漢字音を学んで語彙力をつけるもの、そして最終段階の『
衣椀』は衣食住のあらゆる面にわたって表現力を養うものではなかったかと推
測される。第 3 段階にあたる『全一道人』は、明・汪廷訥の『勧懲故事』を典
拠に作られた朝鮮語文と日本語文が対訳形式で並ぶ学習書である。
語学習得のためのこの階梯は、一つの理想として捉えることができる。朝鮮
からの客人を遇する際には、必要なことを伝えられるのみならず、お互いの文
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化について関心を示しながらざっくばらんな話もできなければならない。そこ
までを目標として考えられた朝鮮語教育は、平和な時代だからこそ生まれたの
ではないかとも考えられる。
皮肉にも外国語学習が活発になるのは、両国間の関係が平和である時だとは
限らない。言語は、時として侵略のための道具ともなる。そういった場合には、
文字や発音を学ぶ間もなく、とにかく相手に意を汲み取らせるに必要十分な音
声を発することが求められた。
現在に伝わっている資料をもとに考えるのなら、近世において朝鮮語への関
心は、まず豊臣秀吉の朝鮮侵略、文禄・慶長の役を契機として高まった。
近世初期の軍記物『陰徳記』（全 82 巻）には、第 76 巻に「高麗詞之事」の
条がある。当時の朝鮮語の発音を仮名で表記したものとして非常に貴重な資料
となっている 13。編者は香川正矩（1613 -1660）という岩国（山口県）吉川家の
家老であり、彼の祖父が文禄・慶長の役に従軍し、朝鮮の女性を妻にしたとい
う。その冒頭には、「日本ノ諸将通克ナクテハ叶マシトテ　高麗ノ詞ヲ習セラ
レケリ　其詞ヲ傳聞所ヲ聊記付ス」とある。10 丁ほどの中に「父　アビ　母
ヲミ　子　アトリ…」など名詞の羅列や、「年ハイクツカ」などの質問文、あ
るいは侵略の一場面を示すのか「美キ女連テコヨ」などの命令文が書かれてい
るのが見て取れる。
田代（1981:420-432）によれば、文禄・慶長の役の際には、対馬の六十人商
人といわれる集団が通詞として活躍したという。彼らは商業上の特権を許され
ている貿易商人であり、15 世紀から朝鮮との私貿易に参加していた。後に名
通詞となり『象胥紀聞』の著作でも知られる小田幾五郎なども、六十人商人の
家系から生まれている。
この戦争では朝鮮からたくさんの陶工たちが連れてこられた。薩摩では、苗
代川と呼ばれた地域（現鹿児島県日置市東市来町美山）に集住させられた。現
在も薩摩焼で有名なこの土地であるが、村の人々には、焼き物づくりという役
目のほかに、後には漂流民取調べや貿易の際の通訳としての役目を与えられる
ことがあった。
1699 年、54 人の朝鮮人が屋久島に漂着した。薩摩藩の命令により苗代川の
李欣衛が通訳のため山川港に向かった。また翌年、諏訪之瀬島での漂着事件で
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も派遣されている 14。当時の幕府の送還体制では、漂流民は全て長崎に移送さ
れることになっており、その前に漂流民たちの取調べが行われたのである。
徳永（2005:392）によれば、李欣衛は 1685 年に父の職を継ぎ役人（この年に
苗代川庄屋が役人と改称されていた）となった人物である。彼の祖父が、慶長
年間に朝鮮から連れてこられている。李欣衛の息子、李欣達は、父親が朝鮮人
漂着の度に通詞を勤めるという環境にあって、やはり幼少から朝鮮文字の稽古
をしていたが、習得ははかばかしくなかった。苗代川でも初代から数えて四代
目であり、この村の人の朝鮮語能力は全体として低下していたのであろう。世
代間継承の必要を認識した李欣達は、役人職を解き、通詞稽古のため五年の期
間を与えるよう願い出た。結果として、3 年間通詞稽古に専念することとなり、
期間を終えた後役人に復職となった。これ以降、李欣衛を朝鮮通詞の一代目と
して八代目となる幕末の李達馬まで、通詞稽古としての期間が与えられ、世襲
により朝鮮通詞が引き継がれることとなったのである。ただし、世襲のみでは
なく、李家には別の家からも若者が弟子入りしている。文政期以降になると、
朴家（二家ある）も朝鮮通詞に任命され、そちらでも世襲が行われた。
そうした状況の中で用いられた朝鮮語学習書の一群が現在にも伝わってい
る。多くは、大正年間に美山を訪れて調査した新村出によって収集され、現在
京都大学文学部図書館に所蔵されている。またそれ以前に、幕末・明治期にイ
ギリスの外交官として活躍し、日本語や朝鮮語の文法について著作も残した
W.G.アストンによっても収集され、現在ロシアの東方学研究所に所蔵されてい
る。
苗代川を訪れた橘南渓はこう記している。
薩摩の朝鮮通詞つうじ は此村の人つとむ。当村にて平生は和語に馴なれたりといへえ
ども、又よく朝鮮の言葉を用ゆるものありて、通事役をつとむる也。都て
薩摩は異国の船毎度 漂着ひょうちゃくする故、諸異国の通詞役人有。此村の人の朝鮮
通詞を勤るは尤の事なり。　〈橘南渓『西遊記』「高麗の子孫」15〉
佐藤中陵の『中陵漫録』にも苗代川についての記述がある。
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往々に国語を学ぶ、皆語にして一も音はなし、今日本の古語に相合する事
多し。其後、朝鮮人漂流して薩州の山川と云処に来る。此時、出て通弁す。
彼漂流人も大に驚き、数日の難風に逢ひ、万里の波濤を経て来て如レ此我
国の人、我国の衣服を着し、我国の言語を為す。世界の中、我国の風など
は更にしる処あるまじと思えば、如レ此の人に出会す。扨日本の大なる、
実に天下の大邦なりとて、彼等大に驚駭す。是よりまた国語を学ぶ事を勤
むと云。　〈『中陵漫録』16〉
ここに、国語という「我国の言語」「国語」という言葉が現われるのが注目
される。ここでは、朝鮮人たちにとっての母語、朝鮮語のことであろう。前掲
のイ・ヨンスク（1996:14）では、近代以前「国語」という言葉に、不特定の個
別言語の全体を一般的にさす普通名詞としての用法があったことが示されてい
る。漂流してきた朝鮮人たちは、遠く日本にまで来て自分達の言語を話す人に
出会って大変驚いたという。「扨日本の大なる、実に天下の大邦なり」と言っ
たというが本当だろうか。異なる言語を話す人を内包する国、それが「大邦」
であるという感覚が当時あったのだろうか。
その後薩摩では、モリソン号の来航、薩英戦争を経て西洋への関心が高まっ
ていった。後に英語を国語（公用語）として採用すべしと主張する森有礼は、
薩摩藩によってイギリスに送られた。大武（1996:22）では、1869 年の制度と
しての薩摩の唐通事廃止に準じて、朝鮮通詞も同時期に廃止されたのではない
かと推測している。日本は次第に朝鮮に対して領土的野心を燃やすようになり、
朝鮮語学習書の性格も変化していく。
日清戦争の頃には、知られているだけで何十冊もの朝鮮語学習書が刊行され
るが、そこには速成を謳う言葉が目に付く。また朝鮮の文字（ハングル）につ
いての解説や、ハングルを使っての文が掲載されることは減り、片仮名で朝鮮
語を記述することが多くなる。文の長さは短くなり、待遇表現は省略化の傾向
を見せ、命令文が目立つようになる。
外国語学習がさかんになる時期には、その国との関係が良好で密である場合
と、緊張関係にあって情報の入手が不可欠になる場合がある。外国語学習書の
内容に注目することによって、当時の外交関係の様相も読み取ることができる
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のではないか。
6．「国語」にあたる言葉
上に挙げた佐藤中陵の『中陵漫録』に「国語」という言葉が出てきたが、こ
の言葉は当時一般的に使われる言葉だったのであろうか。
『日本国語大辞典』で「日本語」の項目をひいてみると、「語誌」として次
のように書かれている。
（1）「国語」「邦語」の二語とともに、特殊な例を除いて、近世後期頃から
一般に用いられ始め、幕末から明治初期には定着するようになった。「国
語」「邦語」は日本人同士の対内的・仲間内的な呼称で、「日本語」は諸言
語の中の一つの言語として対外的に開かれた呼称、という違いは、その当
時から見られた。（2）明治中期以降、国家意識を「国語」という用語に濃
厚に反映させて使用するようになっていったが、それに伴い「邦語」とい
う用語は衰退、「国語」と「日本語」の二語を併用する状況になって現在
に至っている。
近世の随筆の中で「国語」にあたる表現を探してみよう。本居宣長の猛反発
を引き起こすことになった（それによって書かれたのが『鉗狂人』）、藤貞幹
（1732-97）の（1781）では「本邦の言語」という言葉が使われている。
本邦の言語、音訓共に異邦より移り来たる者也。和訓には種々の説あれど
も、十に八九は上古の韓音韓語、或は西土の音の転ずる者也。　〈『衝口
発』17〉
本居宣長以降、日本を指して「皇国（みくに）」という言葉が一般化する。
梅乃舎主人『梅乃塵』（作者の本名、成立年代不詳）では、「皇国読書作文の要」
という段に、「国読くによみ」「国辞くにことば」「皇み 国くにの語ご 便べん」「皇み 国くにのことば」「皇み 国くにの言」「異邦よそくに」
「皇み 国くにの訓」「異邦の文字」「皇み 国くに法ぶり」「異邦よそくにの文字」「国文くにぶみ」という言葉が登場
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する。
再び前掲のイ・ヨンスク（1996:73-74）によれば、幕末に至るまで「国語」
という言葉が存在しても、そこで表されるのは定まった概念ではなかった。あ
る時は漢文に対立する概念であり、ある時は language の訳語でもあった。ま
た、「国語」と書かれていても「くにことば」の言わば「ふり漢字」であった
可能性も指摘されている。
既に引用した林自見『雑説襄話』では、「日本ノ和語」と「和語」という表
現が現われている。おそらく、音声言語も含めた日本語の全体よりも、書かれ
た単語、あるいは個別の文に注目しており、「国語」とは微妙に異なる意味範
囲を持つものであろう。
雨森芳洲の著述の中では、「この国の言葉」という表現がよく使われる（先
に挙げた 136 段、137 段など）。それに対して、話題にする特定の国の言語を指
す場合には、「その国の言葉」という表現を使っている。
また、芳洲は漢文で書いた『橘窓茶話』では「国語」を使っている。先にも
挙げた箇所だが、ここに再び引用する。
国語長而慢其状如何国語サウデゴサリマス長而慢韓話クリツソイ短而促唐
話則一箇是字国話サウアリテカラ長而慢韓話クリハタカ短而促唐話則一箇
既字話話如此奚啻天淵　〈『橘窓茶話』〉
2 行目では、「国話」も登場する。唐話に対する語であろう。その後には朝
鮮語を指す言葉として「韓話」もある。音声言語を念頭におくと、「語」より
も「話」になるのではないか。
「国語」という概念が日本に固有の言語の全体を捉えたものとして確立して
いなかったのと同様に、中国語についても、「唐音」「唐話」の語のいずれも、
言語表出の全体を捉えたものではなかった。今後、それぞれの国の言語を表す
表現について、用例の中でその微妙な差異を検討していく必要がある。
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7．むすびにかえて
江戸時代に学問をしていた人々の著述を読むと、その外国語への関心には驚
くことがある。国学の祖本居宣長にしても、漢語など外来の語を排斥しようと
する一方で、漢字音の研究の背後に強い外国語への関心が感じられる。たとえ
ば、『玉勝間』には「朝鮮の人のことば」という段がある。
同じ人のかたりけるは、今朝鮮の国人の語、いやしき者は、訓と字音とを
つらねていひ、よろしき者は、字音にていふ、たとへばいやしきものは、
刀をはんどう、火をふるはあといふ、はんは刀の訓、とうは其字音也、ふ
るは火の訓、はあは其字音也、そをよろしき者は、刀をとう、火をはあと
いふ、よろづの言、みな此でう也とかたりき。此人は、いにし天明三年に、
かの国人の、石見国にたゞよひきたりけるに、しばヽヽ逢て、語る言を聞
る也といへり、訓といふは、かの国の言、字音は、漢字のかの国の音也
〈『玉勝間』18〉
また、儒学者服部南郭は、朝鮮語と日本語の対訳書『朝鮮語訳』という本の
存在を知って入手を望み、朝鮮通信使に伴って江戸に上がった対馬の人からつ
いに手に入れた。そして朝鮮語がわからないながらも筆写して後代に残したこ
とが最近になってわかっている（現在早稲田大学服部文庫所蔵）19。
そして新井白石は、参府のオランダ人と江戸在住のオランダ語学習者との面
接問答が続けられる契機を作った一方で、『東雅』において、しばしば日本の
古語と朝鮮の古語を関連づけながら語源を論じている。
近代になって「日鮮同祖論」が勃興し、それが日本の朝鮮支配の根拠にまで
加担するようになるが、ある共同体を作り出そうとする時、過ぎ去った時代に
遡っても、同じ言語を共有していたと論じることができれば、結びつきの根拠
となり、支配の根拠ともなり得るということであろう。琉球支配にも言えるこ
とであったのではないか。
本稿では、2 でまず近世の多言語接触の様相を概観し、3 で外国語との接触
により外国語と自国の言語について、どのような認識がなされるようになった
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か、雨森芳洲の『たはれ草』を軸に考察した。4 では、通訳という営みを通し
て、「規範的な言語」に向かう価値観が生まれ、統一された言語としての日本
語が想像されるようになった可能性を述べた。5 では、自国の言語を当時どの
ように呼び習わしていたかについて考察をした。
ワークショップ出席前に準備をしていた段階では、問題の所在について、ま
だはっきりとした意識が持てていなかった。発表し、さまざまな指摘や意見を
賜ったことで、自分なりに問いが持てるようになったという気がする。本稿で
はまだ課題を挙げたに過ぎないと思うが、今後これらを追究していきたい。
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<ABSTRACT>
Studying Foreign Languages and Consciousness of 
Own Language in Early Modern Japan
NARABAYASHI Ai
In the 18th century, Japanese people had more opportunities to study
foreign languages by meeting foreign people who came as diplomats, merchants
or immigrants. Thereby, thought emerged around a relative consciousness of
their own language. Differences between Japanese and other languages aroused
people’s interest in features of the Japanese language. Questions like “What is
our language?” are closely related to national identity. Words like “language of
this country”, “our national language” are frequently found in this era’s essays.
It should be noted that the comparison of characteristics of “our language” with
those of other languages tends to connect with the evaluation that some are
“correct” or “elegant”, and others are “wrong” or “vulgar”. Hoshu Amenomori
(1668-1755), a scholar of Jugaku and a Korean language authority, was aware of
this tendency, and he observed that all languages or dialects harmonize with the
climate of the country. This paper views interrelations between an increase in the
need for studying foreign languages and forming a consciousness of nation.
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